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1 緒  言   

音声認識は，最近ではパーソナル・コンピュータの文  

字入力やカー・ナビゲーション，玩具などに応用され，  

身近になりつつある．音声認識を使う理由としては，  

①利用者が両手を使えない．（身体障害者用機器）  

②一文字で入力するよりも口頭の方が早い．  

（宅急便の仕分け作業での配達先の入力）  

③親しみ易い．（おもちや9 自動販売機）  

などがある．一方，誤認識が重大な事故につながる懸念  

が利用上の障害になっている。  

望 製作中の音声認識システム  

2．1 研究の進め方   

音声認識による機械制御を手軽に体験一評価できるよ  

うに，音声認識LSI（〃PD77524）を用い，マイコンで  

模型の自動車を制御するシステムを製作している．  

F墓glにシステム概略図，Tab毒el～3に音声認識，マイ  

コン，マイコン開発支援装置の仕様を示すモ  

2．2 開発における課題  

（1） 音声認識LSI（〃PD77524）には定常性ノイズ  

対策のほかに，ノイズ専用の入力チャンネルによる非定  

常性ノイズ対策の機能を持つ。これらは，ホスト◎コン  

ピュータ側で〃PD77524のステ】タスを調べ，音声認識を  

制御して実現できるので，この機能について評価を行う．  

（2） 音声認識には音声入力，音声終端処理，音声認  

識処理に合計して最低1秒は必要で，リアルタイムでの  

応答性の問題がある．  

2．3 研究の進捗状況   

音声認識処理の基本動作をパソコンで確認し，これを  

基にC言語によるマイコン用プログラム，音声認識ボ」  

ドとのインターフェースを製作し，動作確認を行った．  

3 今後の計画   

製作中の音声認識システムを完成させチ ノイズ対策の  

機能等について検討する．今後もマイコンや音声認識技  

術に関する情報収集を継続し声 技術指導に役立てたい．  

1Hビット1Hビート   

F妄gl 評価用音声認識システムのブロック図  

T∂biel音声認識ボードの仕様  

型式 AUD‡0－98VOICE RA （メーか璃 有限会社スカラベ）   

音声認識LSI NEC  〃PD77524   

音声合成／／   沖電気工業 MSM7576  

（特徴）  

。不特定話者による音声認識  

¢日本語テキストファイルによる辞書作成  

Tab！e 三 マイコンの仕様  

CPU KL5C80A16（メーカー名 川崎製鉄（株））  

（特徴）   

8ビット系CPUのZ80 と機械語レベルで互換性を持  

ち，Z80（10MHz）の4倍の実行速度，1Mバイトのア  

ドレス空間を持つ。  

T∂ble 3 マイコン開発支援装置の仕様  

型  式 PARTNER←ET mode120  

接続方式 ROM型  

メーカー名  京都マイクロコンピュータ（株）  
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